
北海道発注工事における社会保険等未加入対策について

【これまでの取組】

・平成２７年４月～ 「建設工事等競争入札参加資格を社会保険等加入者に限定」
・平成２８年４月～ 「一次下請業者を社会保険等加入者に限定」

・平成３０年 ４月～

二次以下の下請業者についても社会保険等加入者に限定し、受注者に対し猶予期間内での加入指導を求める。

【平成３０年度からの新たな取組】

【二次下請以下が未加入の場合】

発注者
受注者
（元請）

一次下請

（加入）

二次下請
以下

（未加入）

①下請契約

の締結

②下請契約

の締結

③施工体制台帳の提出

④猶予期間内に加入

を求める通知 ⑤加入指導 加入指導

⑦（猶予期間内に加入の

確認ができなかった場合）

ペナルティの実施

※特別な理由がある場合（災害等の

緊急時や加入の確約がある場合

など）、下請契約は可。（その場合

であっても加入指導は実施）

※猶予期間＝原則３０日

（加入指導の事実が確認された場合、猶予期間の延長（二次の場合：６０日、三次以下の場合：９０日）も可）

※ペナルティーの実施
平成３０年１０月１日以後
に入札の公告等を行う
工事から適用

※ペナルティ=指名停止、

施行成績評定点の減点

⑥確認書若しくは理由書の提出

・平成３０年１０月～
猶予期間内に社会保険等への加入の確認ができなかった場合、指名停止及び工事施行成績評定の減点を実施
※ 平成30年10月１日以後に入札の公告等を行う工事から適用


